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高齢者支援班＋ぱあとなあ・魚沼地区

昨
年
１
２
月
１
３
日
（
土
）
に
、
高
齢

者
支
援
班
下
越
地
区
研
修
と
し
て
「
福
祉

領
域
に
お
け
る
シ
ャ
ド
ー
ワ
ー
ク
研
修

会
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

昨
今
、
福
祉
業
界
で
「
シ
ャ
ド
ー
ワ
ー

ク
」
と
い
う
言
葉
が
流
行
語
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
た
だ
、
シ
ャ
ド
ー
ワ
ー
ク
は

「
良
く
な
い
も
の
」
「
排
除
さ
れ
る
べ
き

も
の
」
と
捉
わ
れ
が
ち
な
印
象
を
受
け
ま

す
。今

回
の
研
修
は
、
運
営
委
員
（
自
称

シ
ャ
ド
ー
ワ
ー
カ
ー
）
の
こ
う
い
っ
た
モ

ヤ
モ
ヤ
し
た
思
い
を
も
と
に
企
画
し
ま
し

た
。研

修
に
は
、
相
談
援
助
専
門
職
を
中
心

に
２
３
名
の
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

研
修
の
講
師
は
（
株
）
あ
し
た
の
森
代

表
の
林
正
海
さ
ん
。

ま
ず
、
シ
ャ
ド
ー
ワ
ー
ク
の
捉
え
方
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
シ
ャ

昨
年
１
２
月
２
０
日
（
土
）
、
小

出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
て
、

高
齢
者
支
援
班
魚
沼
地
区
・
ぱ
あ
と

な
あ
魚
沼
地
区
合
同
研
修
を
開
催
し

ま
し
た
。
９
名
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「
本
人
の
希
望
聞
い
て
る
？
み
ん

な
で
語
ろ
う
」
と
題
し
、
意
思
決
定

支
援
を
現
場
で
実
践
し
て
い
る
の
か
、

実
践
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。
ワ
ー

ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
で
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
医
療
同
意
場

面
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
の
か
」
「
終
了
ケ
ー
ス
に
お
い
て

実
際
に
支
援
し
て
い
る
内
容
が
正
し

か
っ
た
の
か
悩
ん
で
し
ま
っ
た
」

「
本
人
と
家
族
の
意
向
が
違
う
場
合
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
れ
ば
良
い

か
」
「
認
知
症
の
症
状
に
よ
り
支
援

方
法
が
変
わ
っ
て
来
る
の
で
は
な
い

か
」
等
、
具
体
的
な
場
面
を
想
定
し

た
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
報
告
：
桒
原
勝
彦
）

ド
ー
ワ
ー
ク
こ
そ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の

要
」
で
あ
る
！
と
い
う
も
の
で
し
た
。

我
々
相
談
援
助
職
の
業
務
は
「
無
形
の

支
援
」
で
あ
り
、
目
に
見
え
な
い
支
援
そ

の
も
の
に
は
「
無
形
の
価
値
」
が
も
た
ら

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
気
づ
く
こ

と
が
大
切
で
、
気
づ
い
て
い
な
い
人
が
ま

だ
多
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

シ
ャ
ド
ー
ワ
ー
ク
自
体
が
支
援
の
対
象

者
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
な
ら
ば
、
チ
ー

ム
で
関
わ
り
連
携
し
な
が
ら
負
担
を
分
散

す
る
、
適
材
適
所
へ
リ
フ
ァ
ー
す
る
、

新
た
な
社
会
資
源
と
し
て
提
供
で
き
る
よ

う
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
す
る
（
サ
ー

ビ
ス
を
作
る
）
な
ど
、
今
後
の
個
々
の
実

践
へ
の
活
か
し
方
に
つ
い
て
も
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
参
加
者
同
士
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
も
設
け
、
お
互
い
の
日
常
の
振
り
返
り

や
気
づ
き
の
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

本
テ
ー
マ
の
研
修
会
は
ま
だ
ま
だ
少
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
福
祉
専
門
職
の

バ
ー
ン
ア
ウ
ト
予
防
の
観
点
か
ら
も
大
変

有
効
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

（
報
告
：
中
村
真
治
）
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■下越地区

地域生活定着支援センター

11月22日、新発田市ボ
ランティアセンターで開催。
11名が参加。

死後事務に関して、死後
事務許可申立のタイミング
や財産報告の在り方、実務
上の留意点について情報共
有と意見交換を実施しまし
た。

親名義不動産は名義変更
を優先すること、火葬の実
施は原則として死後事務許
可申立の審判を待つこと、
財産状況に応じ家裁と相談
して相続財産清算人や管理
人を選任する必要性、司法
書士等専門職を活用した事
例紹介など、実務に資する
情報を得る機会となりまし
た。
（報告：齋藤哲英、鈴木優
子、宮川雄紀）

■佐渡地区
11月22日、新穂公民館

で開催。12名が参加。
今年度の成年後見人材育

成研修で事例発表者から報
告をしてもらい、次年度以
降の同研修での事例提供へ
の協力を呼びかけました。

本部運営委員会からは、
後見人等候補者選定推薦基
準の見直し等について報告
がありました。

また、被後見人死後の相
続手続き対応事例や、全国
権利擁護支援ネットワーク
の内容共有も行われ、今後
の活動に資する研修となり
ました。
（報告：山田元章、須藤信
宏）

■新潟地区
12月6日、新潟ユニゾンプラ

ザで開催。33名が参加。
研修では、本部委員より家

庭裁判所の新様式に関する情
報提供があり、終了報告は現
時点では従来様式で提出可能
であるものの、改めて確認の
うえ後日会員へ周知すること
としました。あわせて、会員
からの事前質問をもとに、被
後見人等の支援方針をめぐり、
支援者と後見人の見立てが異
なる場合の対応についてグ
ループ討議を行いました。身
上保護の視点から、安全や健
康を本人にどう説明し支援す
るかなど多様な意見が共有さ
れました。4月施行の家裁の新
様式についても活発な議論が
交わされた研修でした。
（報告：神田義範）

ぱあとなあ

昨
年
１
１
月
２
７
日
（
木
）
に
「
司
法
福
祉
研
修
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
今
年
は
、
柏
崎
市
・
柏
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
柏
崎
市
役
所
の
多
目
的
室
で
開
催
し
ま

し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
生
き
直
し
を
支
え
る
塀
の
中
と
外
を
繋

ぐ
伴
走
者
た
ち
」
。

地
域
福
祉
に
お
い
て
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
や
、
職
種

を
超
え
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
支
援
体
制
の
構
築
が
進
み
つ
つ
あ

り
ま
す
。
研
修
で
は
、
柏
崎
市
に
お
け
る
重
層
的
支
援
の
取
り

組
み
や
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
柏
崎
市
福
祉
保
健
部
か
ら
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
刑
務
所
で
の
多
職
種
連
携
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て

い
る
の
か
、
新
潟
刑
務
所
の
矯
正
処
遇
調
整
官
、
心
理
専
門
官
、

福
祉
専
門
官
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
社

会
が
触
法
者
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
地
域
社
会
に
繋
ぐ
こ

と
が
で
き
る
の
か
、
具
体
的
に
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

後
半
は
、
柏
崎
市
と
新
潟
刑
務
所
、
地
域
生
活
定
着
支
援
セ

ン
タ
ー
の
職
員
に
よ
る
座
談
会
。
こ
こ
で
は
、
お
互
い
に
業
務

で
苦
労
し
て
い
る
こ
と
や
、
や
り
が
い
、
地
域
に
期
待
す
る
こ

と
な
ど
活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
会
場
参
加
・
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
あ
わ
せ
て
約
３
０

名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
研
修
内
容
に
満
足
し
た
と
の
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。地

域
の
方
に
、
刑
務
所
や
、
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
方
に
つ

い
て
少
し
身
近
に
考
え
て
も
ら
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
報
告
：
新
潟
県
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン

タ
ー
長

平
栗
華
代
）



「
民
法
改
正
お
よ
び
総
合
的
な
権
利
擁
護
支

援
の
充
実
に
向
け
た
動
向
と
社
会
福
祉
士

（
会
）
の
役
割
と
期
待
」
と
題
し
た
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
民
法
改
正
に
向
け
た
議
論
の

状
況
（
途
中
経
過
）
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
の
成
年
後
見
制
度
見
直
し
の
方

向
性
の
中
で
、
社
会
福
祉
士
に
求
め
ら
れ
る

実
践
と
し
て
、

●
専
門
性
が
必
要
と
さ
れ
る
事
案
へ
の
対
応

●
身
上
保
護
や
意
思
決
定
支
援
に
対
し
監
督

人
と
し
て
教
育
的
・
支
持
的
立
場
で
の
関
与

●
地
域
の
意
思
決
定
支
援
チ
ー
ム
や
地
域
連

携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
へ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
的
役
割

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら
に
必
要
な
機
能

や
ス
キ
ル
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
で
あ
り
、

こ
れ
を
担
え
る
の
が
社
会
福
祉
士
と
い
う
専

門
職
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

３
．
グ
ル
ー
プ
討
議
②

「
民
法
改
正
お
よ
び
総
合
的
な
権
利
擁
護

支
援
の
充
実
に
向
け
た
社
会
福
祉
士
（
会
）

の
取
り
組
み
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
再

び
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

基
調
講
演
を
受
け
て
考
え
た
こ
と
、
地
域

に
お
け
る
総
合
的
な
権
利
擁
護
支
援
の
充
実

に
向
け
て
各
県
士
会
も
し
く
は
社
会
福
祉
士

と
し
て
取
り
組
み
た
い
事
項
、
そ
し
て
、
自

治
体
・
家
裁
・
中
核
機
関
（
社
協
等
）
・
専

門
職
団
体
等
関
係
機
関
と
ど
の
よ
う
に
連
携

し
て
い
る
か
、
取
組
み
上
の
課
題
と
今
後
求

め
ら
れ
る
取
組
み
等
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ

内
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
１
１
月
２
３
日
、
日
本
社
会
福
祉
士

会
に
よ
り
、
都
道
府
県
ぱ
あ
と
な
あ
連
絡
協

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
の
社
会
福
祉
士
会
か
ら
、
成
年
後
見

事
業
、
未
成
年
後
見
事
業
、
虐
待
対
応
事
業

の
担
当
者
７
１
名
が
参
加
し
、
当
会
か
ら
は
、

ぱ
あ
と
な
あ
新
潟
本
部
運
営
委
員
２
名
（
担

当
理
事
含
む
）
と
虐
待
対
応
委
員
１
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

１
．
グ
ル
ー
プ
討
議
①

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
各
県
士
会
に
お

け
る
事
業
の
実
務
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
協
議
テ
ー
マ
は
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
自
由
に
設
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

ぱ
あ
と
な
あ
新
潟
担
当
理
事
が
参
加
し
た

グ
ル
ー
プ
は
、
新
潟
県
の
ほ
か
、
岩
手
県
、

三
重
県
、
福
岡
県
、
長
崎
県
な
ど
の
方
が
お

り
、
「
受
任
調
整
」
に
関
わ
る
各
県
士
会
の

現
状
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
受
任
基
準
を
設
け
よ
う
と
検
討

中
で
あ
る
県
や
、
ぱ
あ
と
な
あ
と
し
て
受
任

調
整
会
議
を
実
施
し
て
い
る
県
が
あ
る
一
方
、

す
べ
て
中
核
機
関
が
受
任
調
整
を
行
っ
て
お

り
専
門
職
団
体
で
は
調
整
を
行
わ
な
い
と
い

う
県
も
あ
り
ま
し
た
。
専
門
職
後
見
人
の
負

担
が
大
き
く
受
任
調
整
が
限
界
に
来
て
い
る

と
い
う
意
見
も
あ
が
り
ま
し
た
。
会
で
法
人

後
見
を
実
施
し
虐
待
や
困
難
案
件
の
み
を
担

当
し
て
い
る
と
い
う
県
も
あ
り
ま
し
た
。

２
．
基
調
講
演

日
本
社
会
福
祉
士
会
・
参
事
の
星
野
美
子

氏
（
前
ぱ
あ
と
な
あ
担
当
理
事
）
を
講
師
に
、
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４
．
日
本
士
会
か
ら
の
報
告

２
０
２
４
年
度
の
虐
待
対
応
に
か
か
る
標

準
研
修
及
び
専
門
職
チ
ー
ム
に
関
す
る
実
績

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

専
門
職
チ
ー
ム
を
設
置
し
て
い
る
の
は
４

１
道
府
県
（
新
潟
含
む
）
、
チ
ー
ム
派
遣
件

数
（
全
国
合
計
）
は
、
高
齢
者
虐
待
事
案
３

０
０
件
、
障
害
者
虐
待
事
案
６
２
件
。

５
．
所
感

各
県
士
会
の
現
状
を
確
認
す
る
中
で
、
全

国
共
通
の
課
題
が
存
在
す
る
一
方
、
地
域
特

性
に
基
づ
く
独
自
の
課
題
が
あ
る
こ
と
を
再

認
識
し
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
新
潟
県
士
会

が
進
め
て
き
た
受
任
調
整
（
推
薦
依
頼
元
へ

の
断
り
を
含
む
）
、
初
任
者
支
援
制
度
（
ゼ

ロ
イ
チ
ア
ク
シ
ョ
ン
）
、
適
切
な
後
見
活
動

と
リ
ス
ク
管
理
を
踏
ま
え
た
受
任
候
補
者
の

推
薦
基
準
（
受
任
件
数
の
上
限
・
目
安
）
に

つ
い
て
は
、
他
県
士
会
か
ら
も
関
心
が
高
く
、

新
潟
の
取
組
の
先
進
性
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
権
利
擁
護
支
援
を
担
う
三
士
会
、

県
社
協
、
専
門
職
団
体
と
の
連
携
が
他
県
と

比
較
し
て
進
ん
で
い
る
点
も
改
め
て
認
識
し

ま
し
た
。

来
年
度
に
は
第
二
期
基
本
計
画
が
終
了
し
、

第
三
期
計
画
の
策
定
が
開
始
し
ま
す
。
加
え

て
民
法
改
正
を
は
じ
め
と
す
る
制
度
改
正
が

進
む
中
、
最
新
情
報
の
把
握
に
努
め
つ
つ
、

後
見
活
動
を
担
う
人
材
の
養
成
・
育
成
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
総
合
的

な
権
利
擁
護
支
援
体
制
の
整
備
に
社
会
福
祉

士
会
と
し
て
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
そ
の
役
割
を
果
た

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

（報告：ぱあとなあ新潟担当理事 佐藤昭雄）



２
０
２
６
年
１
月
の
シ
ス
テ
ム
変
更
に
よ
り
、
２
０
２
６
年

２
月
の
定
期
報
告
か
ら
、
報
告
種
別
が
変
更
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
に
伴
い
、
終
了
お
よ
び
辞
任
ケ
ー
ス
の
報
告
方
法
も
変
更
と

な
り
ま
す
。

研修管理システムmanaable（マナブル）の
利用登録をお願いいたします【再掲】

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
事
務
局
だ
よ
り
で
ご
案
内
の
通
り
、
当
会

で
は
、
９
月
よ
り
研
修
管
理
シ
ス
テ
ム
「m

anaable

（
マ
ナ
ブ

ル
）
」
を
導
入
し
、
１
０
月
よ
り
、
実
際
に
研
修
申
込
受
付
を

開
始
し
ま
し
た
。

マ
ナ
ブ
ル
は
、
研
修
申
込
・
受
講
可
否
確
認
・
支
払
い
・
課

題
提
出
・
受
講
履
歴
管
理
な
ど
を
一
元
的
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

１
１
月
以
降
に
当
会
が
実
施
す
る
研
修
は
、
基
本
的
に
は
マ

ナ
ブ
ル
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
ぱ
あ
と
な
あ
新
潟
の
各
地
区
研

修
な
ど
も
マ
ナ
ブ
ル
で
の
申
込
受
付
に
移
行
し
て
い
ま
す
。

本
事
務
局
だ
よ
り
に
ご
案
内
を
同
封
い
た
し
ま
し
た
当
会
主

催
の
各
種
研
修
も
マ
ナ
ブ
ル
で
の
申
込
と
な
り
ま
す
。

次
年
度
か
ら
は
、
基
礎
研
修
や
成
年
後
見
人
材
育
成
研
修
な

ど
も
、
マ
ナ
ブ
ル
を
使
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
手
数
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
マ
ナ
ブ
ル
の
利
用
登
録
の
お
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

当会ホームページのトップページ
で ↑ この画像 ↑ をクリックすると、
マナブルの案内ページに入れます。

マニュアルも掲載していますので
ご活用ください。

また、マナブルの登録や操作につ
いてご不明な点があれば事務局へ
お気軽にお電話ください。

ぱあとなあ活動報告システム
活動報告書の変更点について（2026年2月定期報告より）

これまでの報告種別（5種類）
「新規」「定期」「終了」「辞任」「引き継ぎ完了」

2026年2月定期報告以降の報告種別（4種類）
「新規」「定期」「終了・引継ぎ完了」「辞任・引継ぎ完了」

報告方法の変更点（2026年2月より）
終了に関する事務・引き継ぎが全て完了した時点で「終了(または

辞任)・引き継ぎ完了」報告を提出してください。
引き継ぎがまだ完了しないうちに定期報告の提出期間を迎えた場合

は、報告種別を「定期」にして提出してください。
ぱあとなあの活動報告システム上では、「引き継ぎが完了するまで

は、終了（または辞任）報告ができない」という形になります。
なお、「終了(辞任)・引き継ぎ完了」の報告がされるまで当該ケー

スは活動中の案件として取り扱われ、ぱあとなあの保険の対象となり
ます。
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２
０
２
６
年
度

「
家
族
割
」

受
付
開
始

２
０
２
６
（
令
和
８
）
年
度
分
の
年
会
費
の
「
家
族
割
」
申

請
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

家
族
割
は
自
動
更
新
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
該
当
す
る
方

は
お
忘
れ
な
く
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

家
族
割
と
は



同
一
世
帯
に
複
数
名
の
正
会
員
が
い
る
場
合
、
２
人
目
以
降

の
年
会
費
が
割
引
さ
れ
ま
す
。
（
申
請
者
は
１
５
０
０
０
円
。

２
人
目
以
降
が
１
２
０
０
０
円
）



新
潟
県
社
会
福
祉
士
会
か
ら
の
送
付
物
（
事
務
局
だ
よ
り
、

各
種
研
修
案
内
、
実
践
報
告
集
等
）
が
、
１
回
に
つ
き
１
世

帯
１
通
と
な
り
ま
す
。



総
会
の
議
案
集
、
議
決
ハ
ガ
キ
は
全
員
分
が
送
付
さ
れ
ま
す
。



研
修
参
加
費
の
会
員
価
格
は
全
員
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

申
請
方
法



今
回
同
封
し
た
申
請
書
、
ま
た
は
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
記
入
し
、
下
記
証
明
書
類
を

添
付
の
う
え
、
２
０
２
６
年
３
月
３
１
日
（
火
）
ま
で
に
当

会
事
務
局
へ
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。



家
族
割
は
自
動
更
新
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
手
数
で
す
が
毎

年
度
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。



申
請
書
を
提
出
す
る
前
に
は
コ
ピ
ー
を
取
り
、
お
手
元
に
控

え
と
し
て
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

家族割の対象 必要な添付書類
・同一住所にお住まいで同一姓 証明書類は必要ありません
・同一住所にお住まいで、姓が異なる
・異なる住所にお住まいで、同姓
・異なる住所にお住まいで、姓が異なる

続柄がわかる書類（戸籍謄本や住民票、同性と
のパートナーシップを証明する書類、健康保険
証等の写し）
※発行から3ヶ月以内のもの（健康保険証は有効
期限内のもの）

２
０
２
６
年
度

入
会
紹
介

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２
０
２
６
（
令
和
８
）
年
度
も
入
会
紹
介
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
継
続
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
お
近
く
の
ま
だ
入
会
し
て
い
な
い
社
会
福
祉
士

の
方
、
２
月
１
日
実
施
の
国
家
試
験
に
合
格
し
た
方
な
ど
に
、

ぜ
ひ
ご
入
会
を
お
勧
め
く
だ
さ
い
！

入
会
紹
介
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
内
容



現
会
員
の
紹
介
に
よ
り
新
規
に
ご
入
会
い
た
だ
い
た
方

（
再
入
会
の
方
は
除
き
ま
す
）
と
、
紹
介
し
た
現
会
員

の
方
へ
、
当
会
の
研
修
受
講
費
に
充
当
で
き
る
研
修

ク
ー
ポ
ン
（
５
０
０
０
円
相
当
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

ご
利
用
方
法



今
回
同
封
し
た
専
用
申
込
書
、
ま
た
は
当
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
専
用
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
記
入

し
、
当
会
事
務
局
へ
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
等
で
ご

提
出
く
だ
さ
い
。



紹
介
い
た
だ
い
た
方
の
２
０
２
６
年
度
内
新
規
入
会
手

続
き
を
確
認
で
き
次
第
、
研
修
ク
ー
ポ
ン
を
紹
介
し
た

方
・
さ
れ
た
方
双
方
に
お
送
り
し
ま
す
。



研
修
ク
ー
ポ
ン
に
は
使
用
期
限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ナ
ン
バ
リ
ン
グ
に
て
使
用
管
理
を
行
い
、
本
人
の
み
使

用
可
（
他
者
へ
の
譲
渡
は
不
可
）
と
な
り
ま
す
。
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お
知
ら
せ

い
ろ
い
ろ

部
活
動
メ
ン
バ
ー

募
集

会
員
活
動
部
・
高
齢
者
支
援
班

人
・
仕
組
み
・
地
域
と
つ
な
が
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
報
告
会



日
時２

０
２
６
年
２
月
２
０
日
（
金
）
午
後
１

時
１
５
分
～
４
時
３
０
分



実
施
方
法

県
内
４
会
場
で
の
集
合
型

各
会
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぎ
ま
す
。

会
場
の
詳
細
は
今
回
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。



実
践
報
告
：
つ
な
が
り
か
ら
広
が
る
も
の

吉
原
可
奈
恵
さ
ん
（
上
越
市
・
地
域
包
括

た
か
だ
社
会
福
祉
士
）

平
田
達
哉
さ
ん
（
関
川
村
社
会
福
祉
協
議

会
地
域
福
祉
係
長
）

庭
野
潤
さ
ん
（
庭
野
福
祉
法
務
事
務
所
所

長
）



詳
細
・
申
込

当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
今
回
同
封
の

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
員
活
動
部
・
生
活
支
援
班

ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
実
践は

じ
め
の
一
歩



日
時２

０
２
６
年
３
月
８
日
（
日
）
午
後
２
時

～
４
時
３
０
分



実
施
方
法

集
合
型
／
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ



ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
実
践
報
告

佐
藤
直
樹
さ
ん
（
魚
沼
市
社
会
福
祉
協

会
）長

谷
川
洋
昭
さ
ん
（
田
園
調
布
学
園
大

学
）



詳
細
・
申
込

当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
今
回
同
封
の

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
員
活
動
部
・
人
材
育
成
Ｓ
Ｖ
支
援

班２
０
２
５
年
度
社
会
福
祉
士
実
習
指
導
者
講
習

会
が
終
了
し
ま
し
た

１
１
月
２
９
日
、
３
０
日
、
１
２
月
７
日
の
３

日
間
で
開
催
し
、
５
０
名
が
修
了
し
ま
し
た
。

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
度
の
国
家
試
験
受
験
対
策
講
座
に
つ
い
て

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
訂
へ
の
対
応
準
備
の
た
め
２

０
２
４
年
度
、
２
０
２
５
年
度
と
休
止
し
て
い
た

国
家
試
験
受
験
対
策
講
座
に
つ
い
て
、
２
０
２
６

年
度
か
ら
再
開
予
定
で
す
。
６
月
～
１
０
月
、
全

５
日
間
の
集
合
型
の
講
座
と
な
る
見
込
み
で
す
。

詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
の
で
、
お
近
く
に
受
験
予
定
の
方
が
お
ら
れ
ま

し
た
ら
ぜ
ひ
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

企
画
部
・
法
人
研
修
班

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
ラ
ジ
オ
３
．
０

ChatGPT×

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー



日
時２

０
２
６
年
２
月
２
８
日
（
土
）
午
後
１
時

３
０
分
～
４
時
３
０
分



実
施
方
法

集
合
型
／
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ



詳
細
・
申
込

当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
今
回
同
封
の
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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部
活
動
メ
ン
バ
ー

募
集

Facebook

Instagram OfficialSite

YouTube

行
事
予
定

２
月

３
日
（火
）
Ｓ
Ｗ
Ｄ
会
議

７
日
（
土
）地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
外
部
評
価
調
査
者

養
成
研
修
③

１
１
日
（水
）
正
副
会
長
会
議

１
６
日
（
月
）
組
織
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会

議２
０
日
（金
） 

高
齢
者
支
援
班
「
人
・
仕
組
み
・
地

域
と
つ
な
が
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
報
告

会
」

２
１
日
（土
）
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
社
会
福
祉
士

会
連
絡
協
議
会

２
４
日
（
火
）
法
人
格
取
得
２
０
周
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会

２
７
日
（金
）
理
事
会

２
８
日
（
土
）
法
人
研
修
班
「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
ラ
ジ

オ
３
．
０
」

３
月

８
日
（日
）
生
活
支
援
班
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ク
シ
ョ

ン
実
践
は
じ
め
の
一
歩
」

１
４
日
（
土
）
正
副
会
長
会
議

１
６
日
（月
）
組
織
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会

議２
４
日
（火
）
法
人
格
取
得
２
０
周
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会



月
刊
福
祉
２
０
２
６
年
１

月
号
（
特
集
：
高
齢
者
介

護
を
取
り
巻
く
今
と
こ
れ

か
ら
）
全
社
協



実
践
成
年
後
見№

１
２
０

（
特
集
：
市
民
後
見
人
の

活
躍
と
展
望
）
民
児
協
研

究
会
、
２
０
２
６
年
１
月

発
行

最
近
届
い
た
書
籍
や

刊
行
物
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Follow
me!

企
画
部
・
災
害
支
援
班

災
害
支
援
活
動
へ
の
協
力
者
求
む
！

当
会
も
加
盟
し
て
い
る
「
新
潟
県
災
害
福
祉

広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
で
は
、
新

潟
県
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
（
新
潟
県
Ｄ
Ｗ
Ａ

Ｔ
）
」
の
組
織
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
規
模
災
害
時
に
迅
速
か
つ
円
滑
に
災
害
支

援
活
動
者
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
協
力
い
た
だ

け
る
方
に
は
あ
ら
か
じ
め
チ
ー
ム
員
と
し
て
ご

登
録
い
た
だ
き
ま
す
。

大
規
模
災
害
の
際
、
避
難
者
は
長
期
間
の
避

難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
チ
ー
ム
を

継
続
的
に
避
難
所
等
に
派
遣
す
る
た
め
に
は
多

く
の
方
の
チ
ー
ム
員
が
必
要
で
す
。

新
潟
県
災
害
福
祉
広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
議
会
で
は
災
害
福
祉
支
援
チ
ー
ム
員
を
常
時

募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ま
の
お
力
を
お

貸
し
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
は
当
会
事
務
局
ま
で
。

新潟県災害福祉広域支援ネット
ワーク協議会のホームページは
こちら

編集
後記

自
分
だ
け
が
良
け

れ
ば
い
い
と
か
、
自

国
だ
け
が
発
展
す
れ

ば
い
い
と
か
、
そ
う

じ
ゃ
な
く
て
、
今
あ

る
秩
序
を
保
ち
な
が

ら
、
自
国
と
自
国
以

外
、
世
界
が
み
ん
な

で
発
展
し
て
い
こ
う

よ
！
と
い
う
方
針
で
、

偉
い
人
た
ち
に
は
考

え
て
も
ら
え
る
と
い

い
し
、
私
た
ち
も
社

会
の
中
で
そ
う
考
え

て
い
か
ね
ば
だ
よ
な

…

と
ニ
ュ
ー
ス
見
な

が
ら
思
っ
て
ま
す
。

世
界
は
ひ
と
つ
っ
て

歌
も
あ
る
じ
ゃ
ん
。

今
年
が
ど
う
か
、

平
和
で
明
る
い
年
に

な
り
ま
す
よ
う
に
。

（
は
）
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